
う
の
暴
力
ま
、
y
幅

}&
耐
矛
屯
48
二

.一。
ヤ
ク
ザ
映
画
に
わ
け
る
一
つ
の

娯
λ
隈
両
二
し
て
の
成
功
作
ζ
失
敗
作

は
第
一
部
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
螢

い
う
の
が
紹
論
で
あ
る
。

ハP
}
嘲

帥

、

■

O

'

ρ

,

甲

で毎遁月煽日発行》1975年1月20日(月 噌日)
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一月
四
目
、
大
蔵
省
予
策
鼠
鰺
が
内
一小さ
れ
た
が
、
"て
の
内
容
に
は
、
国
皇
人学
の
人
学
金
。
入
学
検
定
料
を
そ
れ
ぞ
れ
現
行
の
↓
万
二
千
円
・

弄
イ
h
か
ら
h
乃
円
・
七
干
五
自
円
に
引
上
げ
る
こ
と
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
O。
臨
秋
以
来
の
全
胆
の
私
立
大
学
の
大
半
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た

学
脅
大
幅
他
十
げ
に
馴
続
く
、
こ
の
国
W
天
学
入
学
盆
。
入
単
穣
定
料
の
値
上
げ
は
、
第
一
に
は
、
私
学
の
学
費
値
上
げ
へ
の
側
面
的
な
援
助
の

諜

を
も
ち
つ
つ
、
第
二
に
、
来
隼
蟹
よ
い
し
は
近
い
将
来
に
お
け
0
国
立
犬
字
費
の
大
幅
な
(人
学
金
が
堀
行
の
四
倍
以
上
の
値
上
げ
で
あ
O

こ
と
に
肉
濠
)
値
上
げ
へ
の
布
石
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
.0。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
背
復
に
は
、
政
府
ブ
ル
ン
ヨ
ア
ジ
ー
に
よ
る
、
軸
後
の
単
線
馨

体
系
か
ら
、
多
様
化
複
線
護

會
体
系
へ
の
、
中
教
蓄

答
串
を
基
謂
と
し
、
昨
年
の
筑
疲
大
学
開
設
強
行
を
突
破
口
と
し
た
、
教
育
通
程
全
般
に
わ
た
る
今
面
的
再
帽璽
脳
へ
の
突
灘
が
あ
る
こ
と
を
見
な

ぐ
て
は
弩

な
い
.

こ
の
国
立
大
入
学
金
、
検
定
料
値
王
げ
攻
撃
に
対
し
て
、
京
大
で
は
教
養
部
に
わ
い
て
一月

}十
四
日
よ
り
の
無
開
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
、
文

学
品
で
も
長
朋
ス
ト
ラ
イ
キ
の
態
勢
に
入
っ
て
い
る
.

〔騨
細
次
号
)

ま
た

私
心
一で
は
、
犬
鴬

局
の
休
佼
・
ロ
ノ
ク
ア
ウ
ト
攻
撃
、
官
憲
導
人
な
ど
の
弾
E
を
♪
け
な
が
ら
も
、
入
試
強
行
期
に
お
け
の
入
反
馨
へ

と
㌣
乱
の
組
織
化
は
進
ん
で
い
る
.

私
大
入
試
期
の
反
撃

へ

京
大
C
無
期

ス
ト
に
突
入

静
秋
来
、
へ
国
の
通
晶
の
私
立
大
等

で
、
七
五
年
度
か
り
の
学
費
鷹
よ
げ
が

相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
値
上
げ
攻
勢
は
、
そ
の
規
模
と
値
上

げ
幅
に
お
い
て
、
七
一
ー
七
二
年
度
を

遥
か
に
超
え
て
い
る
。
値
上
げ
校
は
全

私
犬
の
約
八
〇
%
に
乃
のび
、
こ
の
う
ち

一
一年
逐
続
値
上
げ
が
八
七
校
、
三
年
遷

続
が
四
〇
校
も
あ
り
、
棄
海
大
で
は
バ

年
達
続
の
値
」
げ
ζ
な
る
。
さ
ら
に
、

東
北
薬
大
、
廉
京
経
大
、
国
際
墓
蕾
教

大
、
関
西
で
は
竜
谷
大
、
大
谷
大
、
甲

南
大
な
ど
で
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
か
導

入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
冠
し
、
犬
学
当
局
に
よ
り休

校
・
ロ
ノ
ク
ア
ウ
ト
策
動
な
ど
、
多
く

の
困
難
性
を
厄
ん
な
が
り
、
一
定
程
度

の
学
費
闘
争
の
昂
携
・
大
衆
化
か
闘
い

取
ら
れ
て
き
て
い
0
。
関
西
に
お
い
て

は
一
厚
二
十
一
日
、
国
立
・
私
学
の
闘

う
戦
線
の
結
合
を
克
ち
販
る
べ
く
、
学

費
値
上
げ
阻
止
全
闘
西
総
決
起
集
会
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

閲
西
で
は
、
竜
谷
大
、
同
憲
社
犬
、

花
園
大
で
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
が
闘
か

わ
れ
て
お
り
、
関
西
大
で
は
機
動
隊
を

導
入
し
て
封
鎖
解
除
が
な
さ
れ
、
現
狂

ロ
ノ
ク
ア
ウ
ト
体
制
が
俗
か
れ
て
い

ρ⇔
。同

志
社
犬
は
、
学
畏
の
団
交
拒
舎
に

ょ
っ
て
一
月
十
日
よ
り
無
期
ス
ト
に
入

っ
て
い
る
か
、
当
局
は
休
校
楢
置
κ
こ

「
り
、
試
験
の
レ
ポ
ー
ト
化
ぜ
策
し
て

い
る
。
現
伍
、
学
内
は
一
月
九
日
か
ら

の
入
試
を
目
前
に
控
え
こ
緊
遣
し
つ
つ

あ
る
。

関
西
大
は
一
月
十
七
日
よ
り
「値
上

げ
白
紙
撒
回
」
を
掲
げ
で
無
期
限
ス
ト

に
突
入
、
全
学
封
鎖
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
十
八
日
、
当
局
は
機
勧
隊
導
入
を

強
行
し
バ
リ
ケ
ー
ド
を
撤
去
し
た
。
二

月
一
B
か
ら
始
ま
る
入
誠
に
向
け
て
ロ

ッ
ク
ァ
ウ
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
。

竜
谷
大
で
は
、
一
月
十
七
日
、
学
友

会
の
提
起
す
る
学
生
大
会
が
開
か
れ
、

全
学
四
八
〇
〇
名
が
結
纂
、
「
値
上
げ

撒
回
ー
団
交
要
求
ノ
学
年
末
試
験
阻
止

,
」
を
決
脇
し
、
三
月
三
十
言
口
ま
で

の
ス
ト
榔
が
確
立
さ
れ
に
。
竜
大
当
局

と
ロ
ン
ト
を
親
ん
で
国
厩
助
成
要
求
運

動
に
終
始
す
0
日
共
-
属
青
派
は
「
月

十
バ
日
に
私
設
学
生
大
会
を
行
っ
た

が
、
参
加
者
が
、
単
外
含
め
て
わ
ず
か

一
B̀
名
こ
い
う
結
果
で
破
産
を
官
告
さ

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ[1

 

口

れ
た
.

ま
た
化
園
大
で
は
、
二
十
四
日
、
学

友
会
主
催
の
臨
時
学
生
大
会
が
開
か

れ
、
値
上
げ
阻
止
を
描
げ
て
ス
ト
権
を

確
立
、
無
甥
隈
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ

た
。首

都
圃
に
お
い
て
は
、
青
山
学
院

大
、
日
本
大
、
神
余
川
大
、
成
践
大
、

策
海
大
、
東
戻
女
ア
大
、
東
京
理
科

大
、
法
政
X
、
上
智
大
、
明
治
学
院

大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
で
戦
級

が
樹
て
ら
れ
、
持
続
的
に
闘
わ
れ
て
、ξ

て
い
る
。
ま
た
、
中
央
大
、
明
治
犬
で

は
、
大
衆
的
な
学
費
闘
争
の
展
開
に
対

し
て
、
当
局
よ
り
ロ
ソ
ク
ァ
ゥ
ト
体
制

か
桁
か
れ
て
い
る
。

法
政
大
で
は
、
一
月
十
六
日
、
文
●

法
・
社
・
経
営
学
部
自
治
会

(
一
部
)

教
讐
部
自
治
会
(二
部
)
共
同
で
、
総

長
の
大
衆
団
交
が
三
千
名
の
繕
集
で
行

な
わ
れ
た
が
、
最
終
的
に
値
上
げ
案
の

撤
回
確
約
を
克
ち
取
れ
ず
、
更
な
Q
大

衆
的
反
雅
が
準
備
さ
れ
て
い
萄
。

早
稲
田
大
で
は
、
阜
マ
ル
系
「自
治

会
執
行
部
」
丁
導
の
下
、
壮
会
糾
学

部
、
政
経
学
部
、
一
・
二
文
単
ゐ
で
一

ケ
月
ス
ト
が
行
芯
わ
れ
ご
い
O
。

成
暎
大
で
は
、
昨
年
十
月
五
日
に
学

賓
値
ま
げ
案
が
発
表
さ
れ
、
十
月
卜
旬

よ
り
値
上
げ
阻
止
闘
争
萎
員
会
か
結
成

さ
れ
、
反
撃
が
開
始
さ
れ
た
。
文
学
都

で
は
、
十
一
月
十
二
日
、
十
八
日
の
二

屋
に
亘
り
学
生
大
会
か
成
立
し
、
大
衆

団
交
要
求
決
議
が
挙
げ
ら
れ
、
躬
隈
ス

ト
が
行
な
わ
れ
た
。
当
局
は
期
限
ス
ト

に
対
し
十
一
月
十
四
i
十
六
日
、
十
二

月
三
日
か
ら
休
校
措
置
を
と
り
、
さ

ら
に
十
;
月
十
二
日
、
「
外
都
」
の
介

入
を
ロ
実
と
し
て
ロ
ソ
ク
ア
ウ
ト
を
強

行
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
、
文
。経
・

法
学
都
の
学
生
大
会
が
流
会
す
る
な

ど
、
一
定
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
、
入
試
期
を
迎
え
戦
線
の
協
耀
築

が
求
め
ら
れ
て
い
⇔
。

明
治
大
で
は
、
一
月
九
日
、
ロ
ノ
ク

ア
ワ
ト
中
の
構
内
(
和
泉
地
区
)
で
集

会
か
但
な
わ
れ
、
こ
れ
に
対
し
当
局
は

機
動
隊
導
人
を
要
講
し
、
五
十
二
名
が

不
首
逮
捕
さ
れ
た
。

立
教
犬
で
は
、
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教

学
科
が
、
ヒ
月
十
一
日
よ
り
二
週
間
ス

ト
、
社
会
孕
都
産
。
祉
会
学
科
で
も
ζ

れ
そ
れ
期
限
ス
ト
が
行
な
わ
れ
た
。
一

月
十
七
日
の
学
生
大
会
は
、
二
千
名
の

結
集
で
圧
倒
的
に
成
立
し
た
が
、
体
冑

会
ζ
結
託
す
る
禺
青
の
介
入
で
無
期
ス

ト
案
の
可
決
が
な
ら
ず
N
二
十
目
に
再

度
学
生
大
会
が
設
定
さ
れ
て
い
る
ー

ま
κ
、
神
余
川
大
で
は
、
十
二
月
十

一
一日
の
令
学
生
大
会
で
長
朗
ス
ト
癬
が

確
立
さ
れ
、
教
授
団
交
な
ど
が
予
完
さ

れ
て
い
.㊧。

コ

進展する言論界の闘い
1・・韓 国 ・1酬国民投 票実 施 を発 表

＼施行令による封殺を狙う
控
騨
を
兜
施
す
る
旨
-
発
表
し
た
。
表

回
ご
は
}
瓶
樹
体
制
の
信
認
を
問
う
」

こ
し
ご
い
りが
、
実
際
は
ζ
れ
ま
で
に

三
回
貫
施
こ
れ
た
国
民
投
票
と
同
じ
く

ど
つ
喝
こ
㎡
欺
を
用
い
て
自
ら
の
「
支

痔
」
を
テ
ノ
チ
ま
げ
て
、
棄
亜
日
綴
に

象
微
さ
れ
萄
口諭
界
、
罠
主
回
復
国
民

会
讃
等
の
は
ば
広
い
民
主
化
闘
争
に
対

す
る
弾
圧
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

事
実
同
日
に
は
国
属
投
票
の
施
行
令

を
公
布
し
た
が
こ
れ
は
国
昆
投
票
理
案

に
対
す
旬
賃
台
の
意
見
表
朋
を
一切
蘂

止
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
野

冤
や
民
・
化
推
進
団
体
は
全
く
口
を
封

し
り
れ
Q
こ
こ
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

一国
氏
投
禦
に
つ
い
て
、
野
党
新
民
党
や

国
民
会
轟
は
投
寮
ボ
イ
コ
ソ
ト
癒
呼
び

か
け
て
い
㊧
か
、
こ
の
呼
び
か
け
あ
⇔

い
は
棄
欄
し
た
者
に
対
し
て
も
、
画
雁

は
高
圧
的
な
取
り
締
ま
り
を
行
な
つ
方

針
で
あ
0
。

金
天
中
氏
は
今
回
の
国
民
投
票
を
次

の
よ
つ
に
批
判
し
て
い
O
。
「
現
在
の

政
治
的
ふ
ん
団
気
こ
法
制
度
の
下
で
は

へ
五
な
箸
判
か
あ
り
得
る
と
考
え
る
こ

と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
今
画

の
措
置
は
政
筋
の
立
場
を
正
当
化
す
る

噸
一め
の
形
式
向
行
為
に
す
ぎ
ず
、
今
後

憲
り
ぺ
、旨蝉
吐
を
呼
ふ
場
合
の
ロ
実
と

亡
れ
勾
憂
慮
が
大
き
い
」
.

解

説

胚
が
田
年
の
璽
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
ょ

う
て
独
戴
政
柚
の
座
に
つ
い
て
以
来
十

四
年
間
に
、
一二回
の
国
民
裂
票
が
行
な

わ
れ
κ
(第
三
共
和
制
へ
の
移
行
62
年

大
統
領
三
選
へ
同
け
た
憲
法
改
正
69
年

維
新
憲
法
の
制
定
72
年
)
。
そ
し
て
、

そ
の
つ
ど
圧
倒
的
な
朴
「
支
持
」
が
弾

圧
に
よ
⇔
脅
し
`
選
肇
操
作
で
強
引
に

杵
ー3
出
さ
れ
、
国
内
に
お
け
る
自
ら
の

1

独
裁
政
権
の
璃
田
づ
け
と
.
国
外
に
潜

す
る
民
主
霊
義
的
ポ
ー
ズ
と
し
て
役
立

っ
て
き
た
。
ま
ξ
し
く
金
大
中
民
の
述

べ
た
よ
う
に
、
国
民
投
票
は
そ
の
後
に

な
さ
れ
る
暴
雷
な
弾
圧
の
絶
射
の
口
実

と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

国
晟
投
票
と
い
う
手
段
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
背
鍛
に
は
、
む
き
出

し
の
暴
力
的
な
弾
圧
が
諸
外
国
、
特
に

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
憩
国
に
対
す
る

悪
印
象
を
強
め
迄
こ
と
や
、
不
況
に
ょ

る
不
満
(馬
山
の
韓
国
進
出
企
業
の
う

ち
六
十
「
祉
が
操
灘
を
中
断
し
て
い
る

と
い
う
)
か
ら
目
を
そ
ら
せ
る
な
ど
の

理
田
も
あ
る
が
、
最
大
の
理
由
は
何
と

い
つ
て
も
島
主
固
復
国
畏
会
蹟
や
、
葉

一
亜
日
霞
を
始
め
ζ
す
る
緯
国
マ
ス
コ
ミ

界
の
反
朴
麗
争
の
拡
大
を
弾
圧
で
き
Q

口
実
を
作
り
出
す
と
い
う
点
に
あ
る
.

罠
痔
学
達
の
決
起
に
端
を
発
し
た
国

内
で
の
学
生
を
申
心
と
し
た
庚
朴
闘
争

の
圧
段
と
、
狙
撃
事
件
を
利
用
し
て
の

「北
か
ら
の
脅
威
」
と
い
う
デ
マ
宣
伝

に
よ
っ
て
、
敢
樹
安
定
に
一
定
の
「成

果
」
を
収
め
た
朴
は
、
咋
年
八
月
緊
急

措
置
一
号
、
四
督
垂
解
除
し
え
。
し
か

し
、
国
内
で
の
墨

化
闘
争
、
反
朴
闘

卑
の
根
を
断
つ
ζ
と
は
で
き
ず
、
そ
の

急
先
峰
と
な
り
、
大
き
な
力
を
持
っ
も

の
が
、
昨
年
末
饗

朴
の
諭
陣
を
弦

つ
て
い
る
東
亜
暴

を
中
噸
ζ
し
た
、

韓
国
日
報
、
中
央
日
報
、
東
亜
放
込
等

の
マ
ス
コ
ミ
界
で
あ
っ
た
。

こ
の
闘
い
の
日
巻
追
っ
て
み
る
と
訳

の
よ
う
に
な
る
.

し

昨
無
十
月
二
十
四
日
「
自
由
っロ論
突

践
第
.口」
を
出
し
た
東
曲
日
報
で
、
大

口
広
告
の
解
約
玄
い
う
手
段
で
弾
圧
が

加
え
ら
れ
て
い
9
こ
と
が
十
ご
月
二
十

=
百
に
明
ら
が
に
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

二
十
穴
日
付
紙
面
の
広
告
面
を
半
分
以

上
白
紙
で
蜀
刊
し
た
同
祇
は
、
二
十
七

日
「新
聞
広
告
掲
戴
の
自
田
は
召
諭
の

自
田
を
支
え
る
箪
穴
な
在
で
、
妨
害
は

民
主
主
義
を
破
壌
す
る
行
為
た
」
と
い

う
自
祉
の
意
見
広
告
を
鍋
載
。
三
十
日

に
は
広
告
解
約
が
50
%
に
も
遷
し
て
い

一る
こ
と
、
し
か
し
東
亜
日
帳
に
連
帯
す

る
個
人
の
獄
金
や
、
広
告
主
の
掲
載
の

癖
難
雛

さ
れ
始
め
た
。
ま
た
同
系
列
の
東
亜
放

送
で
も
広
告
解
約
が
な
さ
れ
、
自
・
製

作
を
行
な
っ
て
い
る
。
同
放
硲
に
よ
れ

ギ

縫

懇

輝

の仏.口が解
一

こ
う
し
肥
広
告
解
絢
ζ
い
フ
随
喚
な

手
段
と
同
時
に
、
政
府
は
関
保
西
の
豊

行
と
い
う
彊
圧
も
蓮
め
て
い
る
。
十
三

日
韓
国
日
報
の
記
者
が
、
】.口論
の
自
由
　　

の
決
斐

を
窃

し
よ
う
と
し
て
中
迭

回
敬
の
増
加
、
あ
る
い
は
販
売
部
数
の

増
加
な
ど
、
支
援
も
確
笑
に
広
が
り
つ

つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
こ
な
っ
た
。
三

吉

・
今
年
の
甚

・
に
は
キ
⊥

同志社大 学 における評 髄員 団交(1974.i2.13)

情
報
都
に
連
行
さ
れ
た
。
こ
の
決
藷
文
}

は
、
「翼
実
の
報
道
だ
け
が
韓
国
日
報

の
進
む
唯
一
の
道
で
あ
0
」
と
し
、
政

府
は
β
諭
ま
っ
殺
取
策
を
直
ち
に
撤
回

せ
よ
、
経
営
者
は
新
聞
政
策
へ
の
不
当

な
干
渉
を
中
止
せ
よ
、
な
ど
五
項
目
が
一

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
日
臓
国
日
報
記

　
は
マ
ロ
　
エ

へ
　
な
み
さ
に
ポ
す

る
藩

圧
力
葬

蓼

る
羅

文
を
墨

。"難

縷
翫
麹

洋
放
送
も
東
亜
日
報
、
東
唖
放
込
こ
の

共
同
闘
争
、
言
請
の
自
田
を
要
L
し
ん

「徳
三
震
昌
文
」
を
採
択
し
た
。

ま
た
十
五
日
に
は
、
喚
馳
日
報
に
噸

陸
箪
中
尉
の
支
援
広
告
が
36
載
さ
れ
～

こ
と
を
ロ
　
に
し
ロ
ぬロお
ま
ゲ
ゴ
ロ　
か

盤
蕪
葬
睡

醗
講

遜

を
決
定
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
東
隙
日
報
単
の
闘
い

に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
所
逮
捕
・
起
断

と
い
う
纂
態
は
起
こ
っ
て
い
な
い
が
、

今
回
の
国
畏
投
票
瑠
行
令
に
ょ
っ
て
直

接
的
な
驚
察
力
の
介
入
が
予
想
さ
れ
る

た
け
に
、
今
後
は
言
論
界
を
越
え
た
よ

り
鋭
い
脳
い
以
外
に
は
解
決
の
通
は
あ

り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

韓
国
人
統
領
朴
皿
配
』

十

日
亮

者
会
見
を
行
な
い
、
近
い
2
,に
国
民

入
島
君
に
有
罪
判
決

竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
で

一
月
二
十
=
日
、
京
都
地
方
裁
判
所

(川
口
公
隆
裁
靭
官
)
は
、
元
同
学
会

委
鍾
長
の
八
島
久
男
君
(文
学
部
)
に

対
し
、
一
九
七
三
年
二
月
九
B
の
時
計

台
i
事
務
局
畏
に
対
す
る
逼
及
闘
争
に

開
し
て
、
懲
役
「
年
、
執
行
猶
予
三
年

一
の
向
罪
凶
決
を
下
し
κ
。

こ
の
噴
体
は
、
経
済
学
部
の
竹
本
信

弧
助
;
(滝
出
修
)
の
処
分
紛
砕
闘
争

の
昌
・」超
,
た
こ
ζ
で
あ
る
が
.
げ
本

信
瓢
氏
は
、
一
九
七
一
年
八
月
二
十
二

日
の
庸
L
県
朝
暇
の
自
徳
官
殺
書
審
件

の
「照
醒
」
と
し
て
、
翌
七
二
年
一

月
、
埼
r県
警
よ
り
全
国
に
指
名
手
配ア

さ
れ
た
も
の
⊂
あ
る
。
こ
の
全
国
指
名

丁
配
.睡
、
㍉
時
の
三
里
塚
槻
螢
な
ど
の

高
鋤
に
芯
し
て
、
警
察
が
マ
ス
コ
ミ
を

総
、廊
飼
U
し
て
フ
レ
ー
ム
ア
ノ
プ
を
行

っ
だ
粘
果
、
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
典
型

的
な
一ノ
ノ
ヴ
⊥
げ
事
件
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
竹
ム
倍
弘
氏
は
そ
の
後
、
今

日
に
ド
る
よ
て
地
下
潜
行
を
続
け
て
い

0か
、
臥
人
経
済
学
部
当
局
は
、
七
三

年
一
月
十
ハ
日
に
、
竹
本
助
手
の
分
隈

免
職
処
分
ヰ
京
大
評
議
会
に
上
申
し

た
。こ

れ
に
冠
し
、
同
学
会
は
、
竹
本
助

手
へ
の
政
治
処
分
と
し
て
、
全
学
ス
ト

ラ
イ
キ
、
全
評
議
員
に
対
す
る
追
及
団

交
を
提
起
し
、
、
処
分
粉
砕
闘
争
は
非

常
に
高
賜
し
た
が
O
の
中
で
、
二
月
八

日
、
、
詩
の
削
田
総
長
は
、
騨
鑛
貴
団

交
・蘂

止
す
る
冒
の
告
爪
を
稽
表
し

一

た
。
同
学
会
に
結
集
す
る
学
生
は
、
こ

の
告
示
が
処
分
粉
砕
闘
争
へ
の
弾
圧
で

あ
る
と
し
て
、
翌
日
、
た
だ
ち
に
時
訂

台
へ
の
抗
翫
行
勧
を
行
っ
た
.
こ
の
抗

幽
行
動
に
対
し
て
、
時
訂
台
当
局
は
に

だ
ち
に
機
動
隊
を
導
入
し
、
こ
の
抗
議

一驚
麟
蕨
勤
窮
誘
樋罐

て
、
当
時
の
同
学
会
委
員
長
八
島
君

が
、
全
国
指
名
手
配
に
な
♪
た
。
こ
れ

は
、
持
ち
出
さ
れ
た
轡
類
そ
の
も
の
よ

り
も
、
竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
に
対
す
る

弾
圧
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

八
島
書
は
、
そ
の
後
地
下
か
ら
竹
本

処
分
粉
砕
闘
争
を
激
励
ず
る
ア
ピ
ー
ル

を
出
す
な
ど
の
活
動
を
続
け
た
が
、
四

月
十
九
日
に
不
当
逮
捕
さ
れ
た
。
裁
判

,
闘
螢
で
は
、
被
告
・
弁
護
人
は
、
一
貫

し
て
竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
の
止
当
侃
を

主
張
し
、
被
告
人
ら
の
行
為
に
は
犯
坦

的
違
法
性
は
な
い
ζ
し
て
、
無
翠
を
函

え
κ
。

一
月
二
十
二
日
の
東
都
地
哉
の
削
決

は
、
検
察
官
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め

弁
護
人
の
主
張
を
全
く
し
り
モ
け
に
も

の
で
あ
っ
た
。
特
に
庄
目
す
へ
き
蕪
は

裁
判
所
が
、
八
島
君
は
当
時
同
学
会
の

委
黄
長
で
あ
り
、
運
動
の
指
爆
的
㎏
位

に
あ
つ
だ
点
を
、
有
罪
判
杁
の
運
出
に

上
げ
た
点
で
あ
る
。
竹
本
処
分
間
題
、

ま
た
更
に
フ
レ
ー
ム
ア
ノ
プ
、
テ
ノ
♪

上
げ
に
よ
Q
弾
圧
ζ
い
う
聞
煙
か
ら
見

る
な
り
ば
、
こ
の
鹸
判
は
堂
妄
な
息
駄

を
持
っ
て
い
る
ご
思
わ
れ
O
。

(こ
の
判
決
に
対
す
Q
八
島
呂
の
糾

弾
の
意
こ
今
後
の
決
意
～
し
め
・'函
関

文
ゼ
下
に
謁
蔵
す
る
)
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=
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月
二
t

葎
一、
払
都
地
方
裁
判

私
に
対
し
、
そ
の
階
級
的
憎

C
き
出
し
に
し
て
、
求
刑
ど
お

臼
罪
判
決
を
下
し
た
。

ん
]三
年
二
月
九
目
、
竹
本
傭

槍
学
恥
助
あ
(暦
滝
田
修
馬
)

本紙では、鵬巻からの綬稿
巻 「学醸醐 」として、8

網 を題して紙圏化 して
います。投 稿 され る方は

400寧鮪原稿4～5枚 に蜜
とめて、●集部までお遂り

下さい(纏 集部)
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の
盈
治
処
分
粉
砕
に
向
け
て
、
わ
れ

わ
れ
は
時
甜
台
に
対
す
る
逼
及
闘
争

を
ね
っ
に
か
、
わ
れ
わ
れ
の
処
分
粉

ミ階級
、裁判所の尋

不 当判決 を糾弾す
八 島 久 雄

 

砕
闘
争
の
高
揚
に
恐
れ
り
ち
し
た
黒

大
当
局
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
機
動

隊
の
導
人
を
も
P
て
答
κ
た
の
で
あ

ξ

虻
に
、
当
局
ー
警
察
は
、
私
を

主
39
と
し
て
全
圏
に
指
名
手
配
し
、

竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
の
圧
殺
を
策
し

た
の
で
あ
O
。
駅
都
地
裁
の
判
決
も

ま
た
㌔
こ
の
餌
殺
策
勘
と
だ
全
に
軌

を
「
に
し
た
も
の
て
あ
る
。
載
判
長

は
、
私
が
ど
の
よ
う
ち
具
体
的
わ
為

を
行
い
、
ど
の
よ
つ
ち
"被
誇
"
か

あ
っ
た
か
す
b
も
問
題
に
せ
ず
、
私

壽

署

・婁

で塞

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
竹
本
処
分

一

粉
砕
翻
争
の
リ
r
ダ
ー
で
あ
つ
た
ζ

と
に
よ
っ
て
、
有
謂
こ
し
た
の
で
あ

る
。私

は
、
今
史
、
裁
判
所
に
私
の
無

実
を
跡
え
に
行
く
つ
も
り
は
な
い
.

た
だ
、
私
と
、
わ
れ
わ
れ
の
運
動

に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
弾
圧
を
仕

粗
ん
だ
人
々
に
、
実
践
的
に
復
讐
ず

る
だ
け
で
あ
る
。
私
の
先
聾
で
あ

り
、
友
人
で
あ
る
滝
田
修
民
も
ま
、

た
、
地
下
潜
行
の
開
始
に
あ
た
っ
て

語
っ
て
い
る
ー
「
私
は
「自
分
は
無

実
た
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な

い
.
「私
が
無
実
で
あ
る
」
こ
と
を

官
憲
は
、
百
も
承
知
の
上
て
私
を
U

張
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
し
把
か

っ
て
、
官
憲
の
留
に
出
願
し
て
目
分

の
無
夷
を
主
張
す
る
こ
こ
は
、
窩
憲

に
媚
び
甘
え
O
こ
と
な
の
だ
」

警
察
は
、
己
れ
の
無
力
を
瞬
れ
む

べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
お
前

た
ち
の
判
決
を
関
い
て
、
滝
田
修
を

お
前
た
ち
の
手
に
は
渡
さ
な
い
と
い

う
決
愈
を
新
た
に
し
た
の
だ
。
彼
の

潜
行
以
来
三
年
余
が
経
っ
た
か
、
も

は
や
永
久
に
お
前
の
手
に
は
彼
は
渥

る
は
ず
は
な
い
の
た
。

、

大
学
当
局
は
、
胸
に
手
を
あ
て

て
、
権
力
に
媚
び
て
き
た
己
れ
の
嬰

を
惚
い
よ
。
お
圃
た
ち
の
頭
上
に
竹

鯵
藩

耀

き荒れ一

(元
同
学
会
萎
員
長
)

ラチ,皮革のもつす ばらしさをボディに生か した 選び抜かれた人のための選び抜かれたペ ン

PLA嗣 … 『創co門 【「o。
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て し、現/【の 又験 口 嘉右にと っ 、し、い よわ

しし1人況力 あ り、 そ)し ん1人況の ト㌧1よ、 と

し 」れは人 」の人 像よ りも虚像 か先そ」しか5
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咋
年
十
「
月
中
旬
か
ら
約
二
這
閉
、
】,
郁
大
掌
の
招

待
に
よ
っ
て
些
鼠
大
学
社
会
科
罫
代
誕
団
か
来
目
し
、

全
国
の
都
市
●
大
学
を
訪
間
し
た
。

以
下
に
掲
噸
す
る
の
は
、
十
一
届
十
六
日
、
同
学
会

主
催
に
よ
る
交
流
大
集
会
に
お
け
る
磁
俊
彦
(チ
ャ
ン

●
チ
ュ
ン
イ
ェ
ン
)
氏
の

「北
京
入
学
教
毒
菰
命
状

溌
」
と
艦
す
る
講
演
の
日
本
罎
訳
で
あ
る
。

法
経
一番
教
玉
で
約
八
百
名
の
学
生
・
教
験
員
か
集

め
て
開
か
れ
た
交
流
集
会
で
は
、
ま
ず
弁
上
溜
教
授
か

八
名
の
代
典
団
浄
紹
介
、
つ
づ
い
囲
同
学
会
委
興
長
か

中
国
諮
て
あ
い
さ
つ
を
辻
べ
、
そ
の
の
ち
張
氏
の
講
演

宮
う
け
κ
甲
こ
の
交
流
集
会
の
ほ
か
に
も
、
大
学
当
局

五
催
の
講
演
会
・
分
科
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
、
代
麦
団
と
の
乏
稀
が
も
た
れ
だ
が
、
こ
れ
ら
の

湯
で
も
古
代
中
国
の
儒
象
ー
法
家
の
闘
争
史
、
朱
煮
・

丁
陽
明
批
判
な
ど
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、

現
在
の
中
国
に
お
け
る
乳
子
批
判
の
意
強
が
一貫
し
て

強
調
さ
れ
て
い
た
.

(上
了
…

…
ー

'張

購
長
な
ら
び
に
親
愛
な
る
日
本
の
青

年
の
み
な
さ
ん
、
私
た
ち
北
墓
奉

社

蒙

欝
は
、
奏

学
の

お
招
き
に
よ
っ
て
日
本
を
訪
れ
ま
し
た

が
、
本
日
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
轡

年
の
友
人
の
み
な
さ
ん
と
お
会
い
で
き

て
、
と
て
も
嬉
し
く
存
し
て
お
り
ま

す
.ま

ず
初
め
に
、
私
は
私
だ
ち
の
団
全

員
お
よ
び
北
鼠
大
単
の
広
汎
な
教
帥
・

学
庄
を
代
談
し
て
京
都
大
学
の
爵
年
の

箆
人
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
の
ご
挨
拶

を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
お
群
し
い
だ
だ

き
た
2

思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
畠

に
ま
い
り
ま
し
だ
の

峡

澗
田
人
民
の
友
好
即
係
申釜
逝

し
、
両
国
の
文
化
交
慌
を
促
進
す
る
た

め
で
あ
り
ま
す
が
も
　
　
に
ロ
ホ
の
　

購
墾

藷
に
囲
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
と
、
私
自

身
も
着
く
な
っ
κ
よ
う
に
感
し
ま
す
。

ク
ク
ク
〃
ク
〃
〃
ク

鱒
放
後
の
北
京
大
学

友
人
の
み
な
さ
ん
は
、
新
し
い
申
国

に
お
け
る
教
脊
改
革
の
状
況
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
括
豊
し
て
お
ら
れ
ま
す
.

私
自
窮
が
北
鼠
大
学
で
仕
峯
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
全
国
の
間
慧
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
よ
く
知
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
ζ
で
北
駅
大
学
の
激
青
改
藁
の
状
況

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
、
ひ
と

つ
の
面
に
お
け
る
み
な
さ
ん
の
理
郷
を

深
め
に
い
と
考
え
ま
す
.

北
京
大
挙
は
、
一
八
九
八
年
に
創
立

さ
れ
ま
し
た
か
り
京
郡
大
学
よ
り
も
一

年
遅
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
二

十
の
学
部
と
二
千
穴
百
人
余
り
の
敦
員

を
擁
す
る
文
科
系
と
理
科
系
を
含
む
紛

含
大
学
で
あ
り
ま
す
。

北
獄
大
学
に
は
申
国
人
民
の
偉
犬
な

る
指
導
名
已
主
席
が
一
九
一九
年
と
一

九
二
Q
年
の
二
回
に
わ
r
っ
て
棄
講
さ

れ
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
†
義
ノ
㎡

究
U
広
め
だ
と
い
う
歴
史
が
あ
り
訊
す

さ
ら
に
一
九
一九
年
に
起
こ
っ
だ
反
弔

反
封
建
の
五
。
四
還
動
の
中
で
は
、
北

鼠
人
争あ
青
年
・
蓄

憾
蓼

」の
学

生
運
動
の
先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。
当
時

字
生
た
ち
は
奄
り
に
「孔
銀
店
オ
打
倒

せ
よ
」
(腔
・
古
い
備
数
に
対
し
て
「轟

子
の
家
な
打
倒
せ
よ
」
を
意
昧
す
る
)

と
い
う
人
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
占
い

道
偲
に
反
対
し
、
新
し
い
溢
徳

糊
曙

す
る
、
古
い
文
∫
」
反
刈
し
新
し
い
ズ

学
を
提
唱
す
Qと
い
う
悪
徳
啓
慰
運
動

に
お
い
て
入
き
く
貞
献
す
る
と
し
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
無
論
そ
の
税
も
学
午
還

動
は
絶
え
る
こ
と
な
く
縞
い
て
い
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
古
い
由
由
圃で
は
北
泉

大
学
の
梱
方
は
反
動
支
配
階
澱
の
～
に

握
ら
れ
て
お
り
、
査
い
北
京
大
蛍
は
ス

地
主
・
大
ブ
レ
ノ
ヨ
ア
階
級
に
串
札
す

る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。

輝
萎

大
学
は
規
模
の
面
で
大

き
な
軽
展
が
み
ら
れ
、
教
責
活
動
で
も

い
く
ら
か
の
進
歩
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
朗

の
十
七
無
閻
は
、
劉
小
奇
の
反
革
命
修

正
主
鶉
路
線
の
妨
筈
と
破
壊
に
よ
っ

て
、
毛
主
席
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の

敦
青
蕗
嫉
を
基
本
的
に
は
貫
き
通
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
教

育
制
度
。
激
育
万
針
お
よ
び
て
の
力
払

は
旧
来
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も

い
い
く
ら
い
で
あ
り
ま
し
た
.

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
、
と
り

わ
け
一
九
六
八
年
に
蓄
都
の
労
働
零
解

放
箪
毛
沢
東
思
想
霊
伝
隊
が
学
校
に
進

駐
し
て
以
後
、
革
命
的
な
教
師
。
学
生

が
徹
底
的
に劉
少
奇
の
反
藝

主

琴

るの華

る
よ

う
に
な
り
翫
し
た
。
そ
れ
以
後
北
駅

大
学
に
は
重
大
な
憂
化
が
起
り
ま
し

丸
.
毛
主
席
の
定
め
た
、
激
青
は
必
ず

ヲ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
縁
の
壊
沿
に
蟻
仕
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
ず
舞

活
動
と

生
産
労
働
と
か
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
力
創
に
基
づ
い
て
私
九

ち
は
こ
こ
数
年
来
次
の
よ
う
な
改
躍
な

行
な
い
ま
し
ん
。

〃
ウ
ク
ク
〃
ク
〃
〃
グ

学
生
募
集制
度
の
肇

第
一は
学
生
募
集
制
度
の
孜
革
て
あ

り
ま
す
。
ど
の
よ
つ
な
学
生
ナ憲

集
す

る
か
と
い
5
こ
」は
、
ど
の
階
級
に
学

校
の
門
を
開
く
の
か
、
ど
の
贈
敵
に
凝

仕
す
る
の
か
、
ど
の
階
級
の
た
め
に
あ

と
つ
ぎ
を
擾
成
す
り
の
か
こ
い
つ
問
題

で
あ
り
ま
す
。
文
化
大
車
命
ま
で
は
、

大
学
は
中
学
か
ら
学
鵜
を
血
馨

集
し

て
い
ま
し
た
。
(注
1
)
二
し
て
入
孕

生
の
採
用
は
幡
試
験
の
叙
叡
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
て
お
り
よ
す
。
試
鹸
の
内
容

は
轡
窃
の
知
識
を
丸
噴
気
す
れ
ば
す
む

と
い
⊃も
の
で
し
た
。
で
。
か
皐

」

(編
集
郁
)

俊

彦

ー Aw-～

 

　r

は
中
学
校
の
門
を
韻
る
と
モ
の
ま
蘇
λ

学
の
門
を
く
ぐ
る
だ
け
の
こ
と
て
与
際

的
な
鍛
綴
を
経
て
お
り
ま
せ
ん
.
劣
働

者
・
農
民
か
ら
か
け
離
れ
て
お
り
、
労

働
者
・
農
民
を
蔑
褐
し
て
い
ま
し
ア
.

こ
の
よ
つ
に
し
て
養
成
さ
れ
!
ご
注

'

況

は
往
々
に
し
て
プ
ル
ノ
コ
ア
階
級
の
個

人
主
義
思
想
の
嘆
と
な
り
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
階
級
の
激
治
に
爵
仕
す
る
こ
ぐ
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
で
は
実
践
の
経
験
を
持
?
た
労

働
看
・
農
民
。兵
士
の
中
か
ら
学
牛
を

選
ん
で
お
り
ま
す
。
毛
主
席
が
い
っ
て

お
り
ま
す
よ
う
に
、
労
働
着
●
農
民
及

び
て
の
,ナ
弟
か
教
育
を
芦
受
ず
る
優
茄

榴
庫
持
つ
の
で
あ
り
ま
す
。
募
策
の
主

な
対
盤
は
工
場
。農
村
.
部
隊
置
に
陣

以
上
の
鍛
練
ζ
経
、
社
会
妻
畿
に
対
す

る
自
艶
と
初
敵
中
字
以
上
の
悦
力
茄
捲

つ
健
康
な
二
十
歳
創
後
の
餅
年
と
い
つ

風
し
み
,
て
い
ま
ダ
。
轟

0
純
険
O

豊
か
ち
労
働
者
や
甕

・∫
士
・
革
命

 附
な
齢
部
に
対
し
て
は
雪
力
及
び
年
金

に
つ
い
て
の
男
限
ド
適
圭
ゆ
9
め
て
い

ま
す
.

私
遠
が
慣
生
争
募
桑
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
指
導
側
と
入
衆
側
と
が
結
合
す

る
と
い
う
大
衆
路
線
を
貫
い
て
お
り
ま

す
。
異
体
的
に
磁
朋
し
ま
す
と
、
ま
ず

本
人
が
自
田
警

で
志
願
し
、
所
属
卓

位
の
大
衆
が
申
謂
者
の
徳
育
・
知
丙
。

体
育
の
三
方
面
に
つ
い
て
」
論
を
し
、

推
薦
を
行
い
ま
す
.
そ
れ
を
経
た
う
κ

で
上
級
の
指
導
機
麗
の
批
准
序
受
け
、

最
後
に
学
校
が
再
蜜
禽
し
て
入
学
岸
許

吋
す
る
わ
け
で
す
.
こ
の
よ
う
に
し

て
、
学
生
が
試
験
場
に
は
い
る
の
は
ま

る
で
大
敵
に
臨
む
と
同
じ
よ
つ
で
あ
つ

κ
過
天
の
不
正
惜
な
現
象
だ
と
か
、
一

放
の
答
案
用
紙
で
本
人
の
一
生
が
決
短

さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
わ
か
し
な
現
象

は
根
底
か
ら
覆
さ
れ
ま
し
た
.
現
在
で

は
学
生
の
自
田
愈
志
も
考
堀
で
き
ま
す

し
、
広
汎
な
大
衆
が
門
庵
挿
え
て
い
る

わ
け
で
す
か
り
募
集
の
質
も
傑
障
す
.O

こ
と
が
で
き
る
か
け
で
す
.

学
生
の
在
学
期
閲
中
、
五
年
以
ヒ
の

職
歴
を
持
つ
勇
働
貿
出
身
の
学
生
に
は

}て
れ
ま
で
通
り
の
給
料
が
支
給
さ
れ
、

そ
の
他
の
学
生
達
に
は
国
家
か
ら
生
活

費
が
支
蛤
さ
れ
ま
す
.
学
牛
の
寮
鐸
。

止
費
。
医
療
費
な
ど
は
す
へ
て
国
家
の

負
担
(」プ
。
学
ヰ
は
入
学
し
て
何
年
か

学
習
し
κ
後
、
ふ
だ
た
び
㌘
践
の
甲
に

帰
つ
て
よ
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
2
姫
労
働
円
。
畷
民
。
叛
一,

出
身
の
学
生
に
は
、
以
前
の
大
学
ぐ
ζ

く
り
へ
て
次
の
よ
⊃
ち
一
う
の
き
わ
た

っ
た
鍾
所
が
見
ら
れ
ま
す
。
第
㎝は
挙

習
の
冒
的
が
明
確
で
あ
る
こ
と
で
す
。

以
煎
の
入
学
生
は
劉
O
奇
の
反
革
命
修

正
主
義
踏
線
に
よ
っ
て
個
人
の
た
め
に

奮
闘
す
る
と
い
う
道
序
暴
ん
矯
お
り
ま

し
に
。
こ
れ
は
文
身
出
世
t
義
を
追
及

し
た
も
の
で
ず
.
勢
・
農
・
兵
出
身
の

孕
芽
は
、
労
・
農
・
兵
の
中
か
ら
選
ば

れ
だ
も
の
て
、
彼
簿
は
、
薗
分
を
大
学

に
送
っ
て
く
れ
κ
の
は
広
汎
な
大
衆
で

あ
る
こ
と
、
大
衆
か
ら
委
託
を
受
げ
て

い
る
こ
と
を
捕
蔽
し
て
お
り
ま
す
.
彼

等
は
大
学
に
は
い
り
、
大
学
を
轡
理
し

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
鑛
・
老
沢
策

思
想
で
大
学
を
改
造
す
る
と
い
う
革
命

的
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
っ
き
り
打
ち
出

し
、
敦
甫
革
命
の
基
本
的
な
力
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

例
え
は
江
西
省
出
身
の
頼
地
福
と
い

う
学
生
は
入
学
す
る
圃
に
、
貧
農
・下

層
申
農
か
ら
、
か
っ
て
紅
軍
が
掘
っ
だ

井
戸
の
水
一
瓶
と
磐
働
♂
る
と
き
に
か

ふ
る
並
る
ム
リ
れ
ま
し
た
.
こ
れ
は
彼

が
夢
～
飲
む
時
は
、
斗
蟹
ド
掘
つ
た
人

の
こ
と
〃
、
れ
な
い
よ
つ
に
、
}純
っ
し

て
黄
の
華
命
根
拠
地
で
占
し
み
に
耐
冗

て
奮
闘
し
た
九
栄
あ
る
伝
続
岸
掲
げ
て

怠
む
よ
つ
に
と
い
つ
意
味
ヤ
こ
め
た
も

の
た
っ
た
の
h、タ
.
こ
の
孚
午
は
入
字

し
て
の
り
,ゴ凹
に
励
{
、
麗
論
ぷ
牛
際

ロ
コ

ロさ
ロコロぎ
ロコ
マココ
コロヨコま
ロ
コリ

北
京
大
単
社
会
科
単
代
衰
風
名
簿

文
科
負
責
人

(学
部
長
)

・

5

団
長
・
麻
麦

(44
歳
)

り

歴
史
系

r

張
笹
彦
(甲
国
現
代
史
・
紛
歳
)

張
伝
雇
(中
国
古
馬
史
・
47
歳
〉

丁
汝
豊

(申
国
史
・
46
謡
)

婆趙

靖

(浸
就
)

哲
竜
素

㎜

李
国
劾

(諦
歳
・
女
輯
)

ー

中
又
系

㎜

厳
紹
爾

(
告
典
・
33
歳
)

一

。
策
藷
系

目

張
光
珊

(日
本
拍

・
43
粛
畠
女

し

ロ

ー

昏
)

,

`

の
講
先
生

'

一
-一7一一邑「
一
冒曽τ

に
結
び
つ
け
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
.

卒
翼
郎
、
彼
は
数
人
の
同
級
生
連
と
共

に
縄
に
つ
く
書
虫
を
駆
除
す
る
化
㌢
研

究
の
仕
購
を
謂
け
負
い
ま
し
た
。
彼
は

憂
さ
を
恐
れ
ず
雨
も
厭
わ
ず
四
、
五
十

日
間
畑
に
出
て
た
ゆ
ま
ず
に
調
盒
を
碗

け
よ
し
π
。
綿
の
集
の
夢
に
い
る
輌
日

匹
と
い
フ
毬
虫
の
繁
殖
状
況
写
的
ら
か

に
タ
る
に
め
に
、
彼
は
一r口中
熊
レ
属

・

い
締
畑
の
中
で
血
意
深
く
観
測
M
急
け

て
つ
い
に
学
習
し
た
理
論
`
知
譜
オ
陀

用
し
て
同
級
畳
蓮
と
共
に
認
の
害
虫
の

予
防
の
フー
俣
を
提
出
し
＼
綿
㌦
の
増

産
に
畷
献
し

あし
'.

学
習
ε
闘
争
の
結
び
つ
き

第
一
に
、
労
働
も
・
農
民
・
h
'
出

身
の
蒙
午
は
、
一
定
の
£
践
の
経
験
が

あ
り
よ
す
か
り
、
理
諭
的
問
題
ゲ
」は
や

く
会
得
し
、
深
く
理
解
ず
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
を
罫
体
的
な
問
題
に
応
用

し
、
解
決
す
O
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
蒐
に
奮
物
の
知
識
し
か
持
た
な

か
っ
だ
過
云
の
大
学
生
と
は
比
へ
も
の

に
な
り
な
い
寂
て
あ
り
ま
{馬

も
つ
ひ
ど
つ
例
を
あ
げ
て
み
"し
ょ

う
。
奮
学
都
の
学
生
、
郭
九
新
は
十
八

年
の
職
歴
み
持
つ
鋳
物
丁
で
あ
り
よ

す
。
へ
,ま
で
の
哲
籠

の
学
牛
は
レ
ー

ニ
ン
の

「唯
物
論
ご
紐
鹸
蜘
判
論
7
㌔

学
習
す
る
時
、
ま
す
ふ
つ
か
む
の
に
、

観
念
趙
着
の
鼓
氏
す

0
「
要
累
」
た

」

か

「
経
験
」
だ
こ
か
、

「
原
琿
口
目

格
」
だ
ご
か
、

「謬
在
蘭
甲
姪
貞

一等

々
と
い
つ
た

簡
巽
な
碗
識
で
あ
り
よ

曹」9
。
'一

♪レ
3
ノ
,轟
ノ.,サ
乳
O
坪

文

科

系

も

間

接

奉

仕

論

を

打

破

批
林
批
孔
運
動
の
な
か
で

倉
の
、岨X
に
扮
.
u了
9
余
り
、
問
題
の

一匙
質
配
つ
か
む
」
と
か
・
て㌧ダ
理
解
に

芒
し
み
ま
し
た
.

郭
光
新
は
階
級
闘
争
の
騨
か
も
絡
験

ご
路
線
闘
争
の
尚
い
自
覚
を
持
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
哲
学
に
わ
け
O
対
〉
し

た
ふ
に
つ
の
路
線
の
面
か
ら
閻
題
を
分

析
す
る
よ
っ
に
往
意
を
払
い
、
雫
要
な

汐
膚
を
よ
く
つ
か
み
ま
し
た
。
観
念
論

者
に
¶
、通
す
る
急
励
は
、
意
識
を
第
一

羨
的
な
も
の
ζ
し
、
物
質
キ
第
二
義
的

な
も
の
ど
主
厳
勺
0
こ
と
で
あ
り
、
感

覚
か
b
物
質
へ
と
い
つ
路
線
ル
堅
馬

す
O
R
に
あ
Σ

い
2
」
⊆で
、
く

つ
い
2
彼
等
の
目
旬
ぽ
、
マ
ル
〃
.〈

7
♂
の
揮
論
と
い
,
じ
ル

ノィ
ン
ク

の
】
藁
Aも
」
の
砦
身

r
赦
ざ
ー
ノ

Q
」
,」
に
あ
の
こ
い
,
」
と
を
暗
極
め

よ
し
へ。
そ
う
し

㌔彼
に
、
こ
わ
⊃
の

声
験

讐1
む
甲ヨ
,
」
隻
1

く
効
r

い
㏄,は
や
く
暴
露
し
、
レ
ヨ
ニ
ン
の
擦

著
の
精
神
を
つ
か
み
、
哲
学
の
根
も
問

題
に
対
す
る
理
解
岸
深
め
ま
し
た
。

ま
.一
の
つ
時
、
街
の
マ
易
へ
行
っ
て

開
75
弁
¥

(注
2
)
つ
や
♪
て
天
衆
こ

と
も
し

切蓄
笛
の
哲
㌘
審
有
の

「㌘
践

諭
」
を
心
督
し
た
こ
と
が
の
り
ま
す

が
、
そ
の
な
か
で
郭
九
新
は
そ
の
地
区

の
幹
郁
の
人
果
路
源
の
観
喧
が
弱
い
`

勘射
ピ踊
"褻
論

「

し
た
。
彼
は
賠
物
論
の
認
諏
路
縁
'駆

持
学
0
こ
と
は
引
常
に
痢
麗
な
意
臥
κ

持
つ
と
い
つ
こ
と
皆
で
の
斡
部
に
認
識

さ
せ
O
」
め
し
、
自
分
が
「蔭

諭
」

ル
年
習
し
た
ど
さ
に
つ
か
ん
た
こ
と
を

例
に
あ
げ
な
が
り
て
の
畔
部
に
根
気
強

く
働
き
か
け
て
そ
の
幹
部
の
自
覚
を
高

め
、
大
衆
と
幹
部
の
関
係
を
改
藩
ず
0

こ
ζ
か
で
き
た
の
で
あ
り
峯
9
.
こ
う

し
て
哲
学
を
大
衆
の
,
に
握
ら
れ
た
鋭

い
武
器
に
す
萄
と
い
つ
仕
事
の
な
か

で
、
郭
ん
新
は
か
な
り
の
成
繍
を
あ
げ

た
の
で
あ
り
ま
'9
。
以
し
か
ま
ず
ひ
」

つ
の
血
て
ゴ
.

へ

実

践
経

験

あ

る
労
・農
・兵

力
ら

'

〃
〃
ク
ク
〃
〃
ク

学
校
溺
僧
の
改
革

蟹

一は
学
校
を
遼
賞
q
.⇔
逆
・
ω
改

革
で
す
.
古
い
教
脅
制
匿
は
二
つ
の
中

痴
丑
義
、
教
室
中
心
主
義
・
審
物
申
心

L
義
●
教
魎
申
心
し
嚢
の
一中
心
ト
義

で
学
生
を
学
校
の
甲
に
閉
し
込
め
、
本

の
虫
に
し
て
し
よ
い
、
ヴ
ロ
レ
タ
ーー
ア

躍
級
の
政
濤
か
h
丁
こ
、掛
け
離
4ユ
と

文
革
以
後
の
学
生
募
集
改
革

=
」て
、
労
展
人
衆
や
午
西
労
働
か
り
道

離
さ
琶
⊂
h
5
ダ
。
こ
り
し
て
学
在
の

田い思
つ
〉
体
二
答

'与

ん
、
入
材
吃
嶺

い
、
青
年
て
損
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ

ω
よ

つ
な
、・、俣
蓮
幣
、に
よ
る
修
止
」
義

の
迫
は
孔
面
の
遭
こ
一脈
相
通
し
㊧
も

の
か
あ
り
よ
ず
か
、
こ
つ
し
て
黄
嬢
し

七
.44
は

(
慰
に
冠
し
て
は
傲
慢
C
あ

り
、
揮
鞠

「這
践
の
遊
離
し
た
本
の
虫

に
ち

ノ
㌔し
ム
い
、
ひ
ど
い
の
に
な
る

と
惰
1

愚
に
ね
9
蘇

}九
い
9
の
て

,
,

」

o

グ
～

り

賜
山
」怯
、
払

～
っ.鳳
理
論
～
父
践

.r
占
ぴ
,
け

Q
こ
い
り
賦
則
浄
鍵
、■
、

力
働
.-
・
序
凶
・
ー
↑
!
豆
授
へ
揺
い

一り
、

∫協

口
・
麗
鴫
・
h
'

八蝦
の

ー
へ

噸
W
、
」い
ノ

秘
人
"ゴ
ノ

、
ω
』u11
、

七
」
い
♪
つ
り
カ
'
堅
富

λ
し
こ
わ
,
♪
9
.
メ
生
は
マ
ル
ク
ス

・
レ
ー
,

膓
、
b

・階
の
新
イ
る

づ
し
、
㍗
巌
闘
偵
。
右
蒔
闘
噴

・
科

ー
駿

い

2
一
く
(
"
巡
劃

]う
調

し
.
∂
p

八
ゴ。
ま
た
致
篤
〆
一身
に
つ

ー
9
ア
ー

」」
㌔
く
、
L
望

・驚
配

・

申
」
二

し、
ノ

う

ロ

㎝ー
の
島
匁

に
わ
け
る
彦

-も
義

ご
資
本
～
鶴
の
世

曳
屯

舵

り
り
樋
噴

〕直
め
r」わ
り

O
も♪

」

ハ
ノ
て
か

つ
、
偉

八な
杁
彪

机
」
。孔

恥謁
の
運
画
か
推
進
さ
れ

勾
μ
て
、
λ
畦
の
学
校
に
は
開
門
、弁
学

の
劉
し
h
面

いり
か
見
ら
れ
る
よ
つ
に

一
も
り
ま
レ
た
。
各
咳
都
で
は
、
社
藷
⊥

轟
建
認
と
柱
会
主
義
革
命
が
提
起
し
た

戦
齢
的
な
任
扮
や
具
体
的
な
典
串
的
緑

製
品
と
結
び
つ
け
て
、
教
学
ヰ
体
系
化

し
て
初
歩
酎
も
経
鹸
を
く
け
取
り
、
教

貯
革
命
に
新
し
い
蝿
展
売
も
た
り
し
」

の
で
あ
り
ま
ず
。

Aア年
の
ト
一
↑期
に
は
急
学
四
十
二
の

専
攻
の
教
帥
と
学
生
の
ベ
ハ
千
人
松

が
、
寵
後
し
て
工
場
。
公
柱
。
部
陶
・

商
店
・
居
へ
地
匿
な
ど

罰目
余
り
の
阜

位
に
出
か
け
伽し
た
。
丁
蒸
・
魔
酸
.
・

貿
嚇
・
学
び
、
労
働
石
・
麗
民
・
F
上

こ
と
も
し
痴
猟
批
亮
を
σ
な
い
、
教
臼

能
心
ご
地
の
猷し
た
.

又
汗
バ
の
教
㎞
し
、4

は
、
賀
仏
話

謡
団
!
一組
織
し

」人

r
の
門
・
出
て
、

【
林
艶
r
軸
血
の
嵐
お
よ
び
偏
私
閲
曾
の

一一
歴
庭
の
研

九
に
つ
い
ご
、
「,争

〃
八
」

「の
ば
0
人
超
」
浦
習
的
ぢ
報
も
〆
行
払

い
ま
し
た
。
彼
り
は
よ
」
∫
桧
の
甲
、

労
働
看
。
農
民
・
気
ヒ
・
天
衆
・
界
わ

の
旨め
」
十
雛

に
わ
た
0
批
林
紡
孔

の
し
智
班
る
敵
け
ぎ
し
に
。
郊
外
の
r

ハ
目
以
1
の
申
伊
か
り
、
八
丁
人
令ハり

の
人
近
か
こ
の
争
習
」
参
加
し
ょ
し

一
た
。
こ
こ
数
カ
月
又
、
蓄

《
の
孜
帥

論

・
農
村
・
部
隊
に
澱

と
ら
君
絃
、

く
人
り
、
人
気
と
と
も
に
銑
家
の
暫
物

を
批
判
し
、
洪
穿
の
台
物
に
江
釈
芝
加

え
、
輪
法
闘
争
0
よ
び
階
敵
闘
争
の
全

厘
史
店研
究
し
て
淋
彪
と
孔
煮
の
道
く

批
判
)
て
お
り
宝驚
9
●

今
と
ご
文
新
系
と
い
つ
の
は
、
現
笑

の
闘
争
と
結
び
つ
け
る
の
は
鮎
較
酎
難

し
い
導
暴

だ
}考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
新
し
い
一季
つ
踏
み
出

し
"し
冗
.

例
兀
ぱ
、
申
国
ズ
字
部
の
古
破
文
献

専
攻
の
教
帥
ζ
ウ
牛
は
、
現
.人
の
闘
動

に
は
琴
加
て
き
な
い
、
た
だ
人
の
研
究

し
資
料
を
提
供
す
る
た
め
し
、
孤
立
的

に
d
釈
や
擬
閲
ノ
提
供
ず
る
だ
け
だ
`

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
0
間
髪
込
石
論
に
か

つ
て
は
提
わ
れ
て
お
リ
ホし
た
.
し
か

し
て
の
誤
つ
た
観
月
嚇ん
初
致
し
凍
し

に
.
モ
つ
し
て
犬
、rの
外
に
出
て
労
働

著
・
農
民
。
hーヒ
、」
ζ
も
こ
闘
⊃
中
ご

現
タ
の
闘
磐
と
し
っ
か
り
結
び
つ
こ
、

大
衆
の
中
か
ら
気養
'・く
み
こ
り
、
專

攻
の
特
敏
を
発
揮
し
⊂
孔
丘
の
思
愚
資

料
の
遡
召
、
点
ナ
の
批
d
、
払
∫
田」愚

の
研
泥
貴
料
ち
ど
3
＼
の
資
料
と
パ
ン

フ
レ
ソ
ト
を
編
榮
し
、
再

べ
き
城
果

を
あ
げ
ま
し
た
。

こ
こ
数
カ
月
来
、
文
秤
《
の
数
帥
.」

学
ち
』
人
批
判

(注
3
)
の
ズ
至
庵
二

丁
尽
余
り
踏
き
のげ
ま
し
た
.
く
の
つ

ち
漸
聞
。
雑
誌
に
発
血
さ
れ
乙
批
林
批

孔
の
又
煮
は
一一白
点
は
ど
に
お
り
ま

す
.
現
に
出
版
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は

晶
く
出
版
さ
れ
る
説
κ
の
批
林
鶉

の

菖
醤
お
よ
び
そ
の
文
章
の
編
樂
は
、
二

十
致
傅
に
な
り
ま
す
●

ご
う
し

ッ
ω
鱈
闘
田
ナ
祖
務
`

欧
・の
編
爪

雌
し
⊂
、
削ノ

妹
但
叛

缶
働
、ロ
・
嵐
鼠
・
よ

ω
四
以

ー
の

無
陶
ル
嚢
し
、
避
習
く悔
闘
'」し
っ
か

り
胤
ぴ
っ
け
よ
し
た
か
、
彼
笥
の
マ
ル

ク
/ハユ
義
の
ム
準
、
文
章
オ
密
く
能

方
、
古
文
〃
曲
む
訊
解
力
、
問
題
メ
分

粉
し
解
決
炉9
り
能
刀
な
、G
は
、
h
】9
れ

も
大
い
に
尚
ま
り
ま
し
λ
。
私
た
ち

は
、
開
門
弁
学
を
実
行
し
て
、
労
・
慶

・ダ
G
結
び
つ
い
て
、
批
林
批
孔
遅
励

オ
展
開
し
、
闘
魚
の
叩
叫
鍛
ん
ら
れ
成

長
ダ
O
と
い
う
方
同
を
と
っ
て
お
り
ま

す
か
、
こ
れ
は
同
時
に
マ
ル
ク
ス
主
義

の
理
論
の
隊
列
'養
成
し
て
ゆ
く
重
要

な
地
て
も
の
り
と
い
2
こ
と
之
つ
か
ん

で
お
り
ま
う
。

わ
が
校
の
理
艮
兼
て
は
、
教
冒
革
命

の
必
要
か
つ
、
学
秩
内
に
小
型
匡
場
が

七
っ
、
作
契
勘
か
二
十
ピ
設
け
り
れ
、

字
外
に
お
い
て
は
バ
十
五
の
に
場
と
常

時
盟
絡
か
取
2
て
の̀o
り
噸
9
.
こ
れ
り

の
工
湯
の
邪
っ
て
い
㊧
典
型
財
な
製
晶

ζ
結
び
つ
い
」
教
'ガ
痢
底
9
Q
G
と

に
よ
ノ
て
〃一生
に
冤
践
の
幽
礎
の
上
で

理
論
圓
の
学
習
ル・こ
せ
0こ
ど
か
で
き

0
の
で
の
り
よ
す
。

た
と
え
ぽ
、
鷺
∫
詳
樟
機
專
茂
科
で

は
、
北
妖
犬
学
の
電
!
計
算
機
⊥
勘
が

引
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
砧
び
つ

い
に
数
灘
ヰ
一編
成
し
て
お
り
よ
F9
。
で

す
か
ら
謡
生
は
、
そ
の
課
祁
こ
設
訂
。

想
み
磋
て
・
認
彊
の
仕
事
に
直
接
参
調

し
、
技
術
・
認
整
も
ど
の
基
本
調
練
を

受
け
Q
だ
け
瓦
は
な
く
て
、
理
紛
こ
実

践
の
桔
含
ζ
い
⊃
皿
か
り
、
理
論
数
宇

・諭
理
国
路
・
諭
理
喰
件
、
検
算
力
法

・プ
ロ
グ
フ
'、竹
成
な
ど
の
基
ム
幻
な

理
論
'}.卵習
す
る
こ
.」が
、」き
.りの
て

あ
り
ム
㌦

こ
札
は
へ,
φ
、、
岐
転
財
に
異
つ
二

押
論
テ

践
の
密
授
な
鞘
今
」
よ
っ
て

「学
教
を
珪

q
勾
こ
い
つ
ひ
ζ
つ
の
岨

て
のり
よ
9
。
開
門
弁
単
p'
憩
し
て
瓶

会
主
護
ξ
命
G
杖
会
ナ
翻
建
血
し
よ
つ

て
提
起
さ
れ
プ
戦
騒
的
仔
勝
、
お
よ
び

典
型
釣
製
、m
ご
粘
び
つ
け
り
れ
ナ
数
診

が
編
戚
こ
れ
よ
し
て
、
才
些
は
戦
闘
の

中
で
学
習
し
、
労
働
石
・
農
民
・
兵
士

・
大
衆
の
中
て
成
批
し
て
粥
り
ま
す
。

こ
れ
は
ま
ご
に
レ
ー
ニ
ン
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
「人
を
し
て
学
習
の
期
聞

に
揮
敢
塙
を
打
翻
す
る
闘
争
の
3
加
蓄

と
な
る
よ
う
に
せ
し
め
ね
は
な
ら
芯

い
」
と
い
⊃
書
藁
通
り
で
あ
り
、
学
生

を
徳
・
知
・体
の
い
ず
れ
の
面
で
も
成

長
さ
せ
、
制
会
蒙
義
的
な
自
覚
胤
も

つ
、
敦
養
を
備
几
た
労
働
蓄
と
し
で
養

成
ず
る
の
に
役
瓦
っ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。

注
1

申
国
学
制
の
変
化

文
化
人

革
命
以
前
の
。.・制
は
、
ソ
連
を
モ
ア
ル

に
し
⊂
お
り
、
蔦
本
的
に
は
小
学
校
ハ

年
、
初
敵
4ー
"
校
三
年
、
高
等
申
£
依

一一一年
、
ス
㌻
四
勾
で
あ
っ
て
、
去
ン
の

医

」南
な
・-」丸
は
ハ
年
を
こ
え
④
場
含

も
あ
ワ
た
。
父
化
大
革
命
以
後
、
奈
般

的
に
は
知
縮
の
力
回
に
む
か
い
、
小
学

校
上
年
、
中
学
検
℃年
、
大
亭

年
と

い
う
の
が
基
ム
的
の
よ
う
で
あ
る
か
、

地
力
の
事
情
や
専
攻
分
野
の
博
魯
に
よ

つ
て
論
樹
陶
な
よ
う
で
あ
る
.

注
2

麗
門
弁
学

学
校
の
門
器
囲

い
て
学
枝
を
遵
営
(弁
)
す
る
、
つ
ま

り
、
学
枝
」柱
会
と
の
か
き
ね
を
こ
り

は
ダ
し
て
し
よ
う
わ
け
で
あ
.りか
、
艮

へ
体
則
な
力
杁
は
な
お
模
鋸
巾
て
あ
つ
」

注
3

ス
批
判

文
化
大
革
命
以

後
、
路
線
門
題
に
か
か
わ
る
批
則
闘
争

を
こ
つ
呼
西。
現
在
で
は
、
拘
駿
両
仙

(林
虎
批
」
・
孔
r批
判
)
か
「
犬
批

剖
」
⊂
呼
ば
れ
る
。

(つ
づ
く
)

π

4
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